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いなりやまこふん　稲荷山古墳

きんざんじょうあと　金山城跡

市指定
所在地：小田中

市指定
所在地：追入

稲荷神社の後背丘陵上
に築造された全長28ｍの
前方後円墳である。東方
向へ開口する横穴式石室
は、横長の玄室に細長い
羨道が付くＴ字型プラン
で、大陸様式を伝える古
墳として貴重な遺構であ
る。

氷上郡柏原町との境、
金山山頂に築かれた山城
である。標高543ｍの山頂
部を中心にして連郭式に
曲輪を築き、主郭部には
本格的な野面積みの石垣
を採用している。
当城は、明智光秀が丹
波攻めの際、八上城主波
多野氏と氷上郡黒井城主
赤井氏とを分断するため
に築いた城である。


